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日本興亜損害保険株式会社【計画登録】 申請内容（申請書からの転記） 
登録の区分 計画登録 

全般 申請者名 
（計画登録取得者名） 

日本興亜損害保険株式会社 

申請代理事業者 ― 
事業者の主な事業内容 損害保険業 
申請案件の要旨 日本興亜損保は、保険を安定的に供給するという保険会社の使命を果

たすため、温室効果ガスの排出削減に努め、それを啓発するという目

的で、「カーボン・ニュートラル宣言」を発表し、オフィスにおけるエ

ネルギー利用や水、紙の利用、保険証券発送等の物流や社員の移動（通

勤、出張、赴任等）、廃棄物の処理などを対象に、2012 年度排出分を
対象に CO2排出ゼロを達成することを目指しています。 
2012年度は、2006年度比で自助努力による 20%以上の CO2削減を行
い、自社では削減が困難な残りの部分について、2013年 8月までに京
都クレジットを中心に J-VER などのクレジットを購入するなどして
カーボン・ニュートラル企業になることを目指します。 

組織等の境界 申請者と同一の法人単位 
※連結子会社の排出（海外含む）についてはスコープ 3として整理 

活動の境界 【スコープ 1】 
・燃料の燃焼 
【スコープ 2】 
・他人から供給された電気の使用 
・他人から供給された熱の使用 
【スコープ 3】 
・（上流）原材料の製造 
・（上流）原材料の輸送 
・（上流）自社の事業活動からの廃棄物処理 
・（自社）営業活動・出張 
・（自社）雇用者の通勤 
・（自社）連結ベースでの排出（エネルギー利用部分） 
・（下流）雇用者の移動 
・（下流）製品の流通 
・（その他）外部サーバーの利用 

算定対象範囲 スコープ 1、2及びスコープ 3 
CN対象期間 2012年 4月 1日～2013年 3月 31日 
CN計画期間 2012年 2月 24日（見込み）～2013年 8月 31日 
認証の有効期間 認証決定日から認証決定日翌年の前月末日を予定 

認証ラベルの使用用途 未定 
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排出

量の

認識 

算定対象範囲における

温室効果ガス排出源 
エネルギーの利用及びスコープ 3の各種排出源 

算定方法 日本興亜基準に基づく算定 
※事前承認あり 

基準年排出量 53,170t-CO2 
対象期間排出量 約 42,000t-CO2 
（任意）スコープ 3排出
量の算定結果 

上記に含む 

排出

削減 
組織等の境界内におけ

る温室効果ガス排出削

減の取組 

オフィスにおける省エネ活動のほか、電子化を通じた紙使用量の削減、

エコ安全ドライブの推進など 

（任意）組織等の境界外

における申請者（認証取

得者）自身の排出削減の

取組 

― 

（任意）スコープ 3排出
量の削減の取組 

上記に含む 

埋め

合わ

せ 

認証制度名 京都メカニズム、J-VER制度等を予定 
クレジットの種類 京都クレジット、J-VER等を予定 
プロジェクト名（プロジ

ェクト実施国・実施地域

を含む） 

未定 

プロジェクトタイプ 未定 
無効化日 2013年 6月末日予定 

※CN計画期間の 2013年 8月末までに無効化を実施 
 


